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収ス表試花 行

・次校試ﾡ地くは、 才承ﾡ米ﾡのﾡ行あるいは*茶予想さこ 

' ②を米法ヒさクてﾡレﾡ場合の成長ﾡ・表ﾡなよび
" -\

*ののやた好料セル集 するこY もヒ株余ﾡﾡり牲移&解 

有する目的こもって 設定 と 札 た直たﾡ映地 である.

<除地の数た )

2試ﾡ 地 ﾡ達作媒ﾡの ﾡ愛ﾡ 2ﾡﾡレ かみ地成 - 地位、
・ ・ ・

今駅に こ意るべく 等に遂ﾡ るここ 2系知 ¥する。

エ み普 性 の あ る式会絶緊 べ得 シ九るふっにこの ﾡ注な す 

全野項は次のﾡり である。

花形 の 地成 オ直 左. 出 商径の今開賞 e) 重区 

と樹者のﾡ係 9 ﾡ交のﾡﾡなよび長うの英 )
\

木 の既ﾡおよび 耕お の 呎 ﾡ、

Cお於地の殺父) •

: 映地はぴ準地 および外ﾡ林からほ る ・ 様準 加はなるべ

• 九超 ほ形にほ2っにし. ﾡ尽には 探柱 乙てる。ﾡ承 

8 = 消 っ 乙 生立す る 外画 の林木に は 当 な zつて 区

ヘーノーー



政之 ﾡ示 す ろ。

桜ﾡ地の大さこﾡ人工ﾡ求林さは ○.2んa 上、系数生 

次では ノルマ 城上 を株率 ¥する- ﾡ準地の頁囲にはﾡ準ﾡに 

みける刑ﾡ資#2ﾡﾡレ まセ深故ﾡが受ける介言からの 

彩番を こえさるての市 引。 及至S。 次 2ダ画林2殺ける. 

外ﾡ林は保準地YAく 同様 ク確業2行うしのこナる。

為=須会

c 第像のﾡ類)

4 なのクﾡ類は土ル四ﾡ ・ ﾡ生西登 ・ 林況ﾡ書Y ッ る 

c 登の商岡おふ び時期 >

S. 調引極の向ﾡは林々ぐ0ﾡ未ﾡは5年、 $0年生*上け/o 

手Yする。 たゞレ 植生督ﾡﾡよび土ﾡ湖役 ノ ○年 語 zf 

る- 林ﾡ調各下ﾡ回戸時期行うニンそし、 特引の橋の 

ほいﾡv 劇氏休止ﾡ商 *をは政 以味堀の盗ﾡに何 ラ. 

(土填※ﾡ >

4 土求西昼は次の原目ヒクさ、函有次呼土ﾡ西公才な巻名 

み環しそゲ・ 1

o) 野ル ② 土型 ⑶ 管座の深= « 意積ﾡ

翌*遼夏4 ﾡ*ゼ/ゥ) 孔 碳*, ,a) 締台展 ラ)*

城的組 区,“ノ 工性 o PH ノﾡ糸ﾡえ ・タノル学坊埋成

( 陰生調働 >

旭生調ﾡは函月林ﾡ上坂ﾡ費ヶ法ﾡ2 み尽L て行ラ・

く林調恐 の項目

• 秣沉滿住城様陣地氏の 立不と対殴 そし次の 済ニク て

・
行 シ ・

の 飛部直区 ② ﾡるの久み使ﾡク直径 ) ﾡ ゆ

段下 ﾡ c 猫恐の救根 © ﾡ型役こか の 食

めその他必要意季区 ^

ﾡお幼町林ピク Gz ﾡﾡ督資径の刈ﾡの ス 2行 シ - 
,

くﾡ定の 位 ) ^ '

? o) 資経ct立位Yレ、ﾡﾡ下ノ位すでセzマ2°

移約 ごﾡ子 ¥ る ・

e ﾡ高、ﾡ下活はﾡ名位Yし位以下ノ位にとめ

る -

e ﾡﾡっ面ﾡはセ位めし、単心*下ノ位に上

めクる,
・

w 勝区の厚さはの立単位Yレ 位メ下/すぞ故み

る。

ヘ



(ﾡ帝 のた系ゃよび精木ﾡ乏 冬の っけカノ

イ の ﾡ玲ﾡにそへ. ﾡﾡから ノえスの客と直ﾡ品 

商のことラ・ この合の地でま ルが帝部で 

ﾡ間ご交わるふぞ控除Yレ・子ﾡのペ木ては態い2 

内4の予脚が座両と次わる人、2ﾡ込する。 派上未 

ぞ ポ と 系のﾡ とみふこ北る尽2比地孫込する。

⑵ 球人系ﾡほ灰社区の一孫から cペ件では4面上ﾡ 

ﾡ 高会経 s2o*上。 林木すべて に 鳴次 退 港号 X,、 イ 

る ・この位登は目のきことサ る ・ *=回の胡番以ﾡ新 : 

たに個径 $2c上"大ミに業しに林木Iには翌次新司 

"翌行引と継原Lそ?ゅ・ ﾡ託の4意Nに降岐木。。 

ﾡ対的位路之記入すろ。

© 測定位澄之ﾡにするほり、W高にはは斜両上ﾡとそ 

のみ対図ジよがと4ご.巨尚ね個にユ之っける。 ] 

く不*が契つと合の知区> イ

/ « 第百の調在後に成くほつに杯木が生げャY«は2 

れ と バズ採 = 址 し のY し てﾡヶる。

切 ﾡ可の初在ご惑老Lえ林木2ﾡ※し乙立さは、バ採

切合/成我 に 入こ い彩睪が尿。 限 リィス例 して、ﾡﾡか

らなかっえしのごしそ孫松シ。

() 前 が不マ ﾡ、でこ た込じ大こさ でﾡ で きる林入 

が他 にあば番夢 こっけかえ てみ。 扱いこする。2 

が ごきほふ合に はﾡﾡ さﾡ林木2 そのま>にして 

老希乏 セ っ 前の西極2神工 る.

スﾡ 資経は毎木ヒ つ・てﾡ e 資用 交わろ =ﾡ径&測 

レ係する。ﾡり直クﾡ沢の不ﾡ立谷ﾡ上部」ヤ 

に・ ャ= 習は こ角 =ク ﾡ上 合世 てﾡむ。ﾡ 

ほとめには因名の幹術子ﾡる用、る. 納令係あるは女 

ア 林ﾡ 2おて5 an永ﾡの林大 さv ﾡし なけれドをラな 

:ヽ とそ 西る7 にまごめく念ﾡ三との不炎 &そ係 ーて7 

く。W ﾡ項名のﾡﾡに困ﾡ冬店 じたﾡ合、刷 え ばス太で2 

? て ﾡラ* 下 そ今 してるど さ* れ*んz/ 本cして 

測ﾡ う み。形あきたはそ れ以上 でか。 して ・る込受は/本 
\

とをして 帝ﾡ数のﾡ し い 不断否2獲け て 正字み都位 

Z西在す ? ・ 受ﾡ形が※雑で 上認 ○う法による測ﾡ が園 

7徃 ないの は、品当 あ位置 で測た レ・ *の個済2明示 す る ¥ 

と り に呼佐 おさがﾡ木 クードの 埼急ﾡにﾡ レてeく。 

前入は便用の意度検ﾡ しふけばなら ない.

へダへ
へ〜



(ﾡの先での ﾡ径 の河ﾡ フ

夕、形求ﾡク算ﾡそのにおいて、ﾡﾡの必でのﾡﾡZ別足 

する 乙さは会林の ・径ﾡ町名当に得化 レ各爲 か らﾡ辛ﾡ

¥ 3ネる袖出 し て測ﾡ する が. 特製木の -新 はﾡ「定 L て継 

終径を行うしのYする- こみかは資木測ﾡYなみかま 

たは レラ スコープ*の他Yによる 本法立穴用 するしのYし、 

用ゝる 法セﾡ細 に認係 しそ»乙。

く砕ラ o 測ﾡ )

/4. ﾡ高はﾡ木部ﾡ之不則そレ、ﾡﾡハら宿ﾡすでの長さに 

ス2スセ えてめ る. 測高系Ζ用ふ ほとさはﾡﾡ位 照 

野ﾡﾡ港ﾡヒ明託 レ、以後 ・円じ彼頁で測定 する 2 が望 

きレo. 振木 力 ﾡ高河 定 が困維み 第合 は ﾡ伝 op 本 z ﾡ当 

マ自径像セ芝ﾡ してほ列 しる唇から確辛的にﾡﾡ刈題レ 

ﾡ認セ次定レて しよい、ごの%合は その一番 zレ継袋 

西本 2行 っしの込する-

測ぶ天ば区用 0年ﾡﾡﾡセ十か検 レほ けドるらるい 

(ﾡ下高の測欠>

ペ 攻下ﾡは樹ﾡ災期足しﾡ木クいマﾡ冠セ構成し2ふる 

主愛急校のヤて 戒ﾡの o の今区添とﾡ*の 同の長 さヒ 

ススス Z ァ えて ﾡめる。

(ﾡがのﾡﾡ画ﾡの型ﾡ

4 • ﾡ冠の ﾡ は孜彩 面積 で表わ 今しのこし、 ﾡ準塩 に教 

リ た A/夕内外の&扱 で調在す る。 この乙めく天グの立 

不位Y区セ前 し? そﾡﾡ して おく. ご み外の林不 aﾡ活が 

そ内にあろしのは*のかごけZ測欠レ &校内の杯太 

で&頃外に才ﾡ立ﾡﾡしる心ろしのふそのﾡ2区引 して 

刈定する。

( ﾡ翌級八ﾡ否 ゝ 
・

7. 人 工植栽林では容木ヒ? ・ て 寺め式針型級& こ 又行う。

EEし 天ベ 主林 おやて は その 必 受が石 ・ C 

(るﾡの部極)

? ﾡこ今は 掘木 ヒつて ﾡ有林好攻意を規ﾡ)に 産 じる

行う。 ■ ■ <

(/利作茶> ・ ^

? 5後時ほ口西登店 におゝて杯を行う 合ば .、 ﾡ茶支

0 指た するそころこふソ 試験 会探 ヒわたっ て 探不る 当

■ 7
ﾡ ヒ 区の 託乏2フ けそ 及示すろ -ズﾡすみそさす.2っ丁 

に塚木に? こ前み項 そめ ら れア調と行 ラー 杯洋ﾡﾡ

oダ庁木ド採後ﾡらにそク番多Z耳ﾡし 派或、域レ式 

レ ﾡﾡ有ﾡす 盗掘べ:要ある込さは 新吾の 処ﾡをし

へ〜



て・ 送たﾡの西合Ζ可する。

< 株 入 の西 条 )

20 バス杯不のすべてにっやてﾡﾡﾡちに房高、本下南

o ろての ﾡﾡ Z河ﾡす る-

2/ 試除ﾡ内のﾡネキ ら 主愛ﾡヒっ 、 てﾡ経商ざ

本のぎ登末2※定し次の調登2行 ラ ・ す み調含不

②ﾡ経ﾡの林木之代表し得るﾡ型と除型z有 ナ るしz

iえば こ の 浩領2 主 ※ 木)に相 ¥するんのぞﾡくてしさ 

eビレ ※が西姓みﾡ合には変優す。三=の "の 

せ て ﾡﾡの本数 z ※定し てしょゝ。

及ニ バッ ボ対ﾡ彩面承

② な の 第な太 ヒクては

2) こ今ﾡ ) 試お杯。ダ京こﾡこく執伏、及舞ﾡ 

。 ャー ﾡ* • * =ﾡアっ系 > e 桜糸番( オ=ﾡ) 

M 枝探高 ) はルﾡﾡの季崎女(谷央村の合と同 

哦ノ (P ﾡ及っ琴こ(※考の合と同ゝ ゆ)が活 

我.影 商項

コ の 合 o 樹商 > 生 砕の預尽 からﾡ吊さごの 酔 受 レノ 
、 ・

2zンえてのる. 区かﾡなよびﾡ々速、 校条番、

ﾡのダさの洞容 「主安ﾡ立ネ減ﾡﾡﾡ要4」Yに
( 合十繁ﾡの西承木につぐてさ.

②) 区かﾡ 枚新の お頑 長さ <ズ木の協合

としにﾡ材ピして取ﾡう @ 秋須ﾡ(核系ク 

ラ ﾡﾡ ズ 琢筋 ・バ探商が * そで は こ用 合 はマ 

のあこの千 ﾡ 名乙るしのとする e) 天 又生林て a 

以飛商 ク 輪線 (依派商 の キ 心w の年務額愛か a

C大ュﾡ合やヤ心次荷ラ L ていちﾡ合は*川らの 

祝少立株いア残V の年ﾡ救2ﾡえﾡ外都分の自ﾡ 2u 

刈JEする ラ 前回の調念以降久回までの高以ﾡ 

延C高諾さう ゆ) Z今來ﾡ2ﾡっ妃名画。ル

とじて行う.

(鈴がﾡ 、

・没A 受令は外ﾡ承ま e はバ探不 ぶ リ 宝宣の本数之送び

ﾡ才解 と行う,

ネ ﾡ料の取まとめおさひﾡ

( 地の認ﾡ >

試映地 の也込に肉 す み認載は

) 位道 (夕) 緊株 © 前険也 の気. 家上の 特殊匿象 切 

の生ﾡ*ク Y わて 我株 式2ョよ つて 3とめ 

e 土ﾡﾡﾡ、福生那会 の« 系の坂まと y 氐 港 有杯野土ﾡ ﾡ

〜ブー ・



各才法舎Yさ ? ・

(林烈のﾡ載 っ

2 林ﾡ意Z行っ こ新及ﾡ菜式 3 s. 4 お よ ひ、耐寿/> 
・

詳木クートヒ必受み琴及2入する。

<沛算の第他)

「
? " 祭償はみ"住に$り壁名※下オ4位2岡捨玉入レ

ヲ位に め る。 

■
⑵ ボ預算に用すろ円ﾡ頼はみ之単位ンし、 位

下 オ S位 をﾡ五入 して ノK と める。

e 故状函、形 校術、ﾡ商係故。卜な太で»な»

五入 し て っ位 Y 上め る-

) 財 ﾡﾡさ人数メ下2位き乙める.

© ク当ッ c称ﾡする合の係※r、小数人下ぬ 3

で來のる- ■

o 認験数4面ﾡは友る2ﾡ位とレ 単位下二位限

ﾡ地同積rは 三位に止のる。

Cﾡ寄自径T役こ分

24 ﾡあ資径 o 測催倉は坂扱の区上 迫優ﾡちよが 值 便极:

締以 するかそのﾡかは次のリでぁ る。

・ 4商 直径の能聞

s s oへ $9°

& ← 4o～ 42

2$ クo〜 スタ

& S 次。〜 &?

えブ 22 ～ ラ2

ノの ダ ノαe〜/2 ラ

直径很 直径のﾡ田

3ﾡ不
cot

$o～ノ&

ハ 径 不 /o^242

Tそ木 2s。 ～3&ク

大経木 3スク～2タP

特大経木 22 〜 .

(立木のﾡﾡ汁ﾡ> "
• 一 ,

ク り 材積史前問直近, ﾡク河ﾡご用でて樹ﾡ列の単 

木林ﾡ系かっ の. 収用しP オﾡﾡの 理類名 おまが 

•積式宠丽後する-

ゆ ﾡ高セ柚製測ﾡしﾡとさはﾡ役と同がにレてﾡ製木

: え決 め 理超过械積财線 ( ぎ ﾡはサ商ﾡ林ﾡ資

微 Z作 すみ。 ヽ ■ •,■"•.

全林のﾡ は直ﾡ7づと ヒアオ也体ハう 弊しな数 

mc しYクいて なた する. のと さ会 林 の 枚事推在の 

課 2坪械 しておく。
・ i ・.r ・ ・

(パ採詞役木ク叔ﾡﾡ>

ル 杯師食木 っこは、部滅式.4およ が単 木すード <

へ ノクーー ・ヘノ/〜



ヂ将示につ ふては

アみ =療本木キ のず部木の ﾡ命子 夕樹高

所ダ ー俊例 後 の矢渦ﾡ市 ○ﾡﾡ 平内復 .

e 内探翔ﾡ木の 形状帝Bよ が形状傷か ら ﾡ経に対 するア 

式、形求高せ練之求める。

e) 迷木の妻手炭浜ﾡの食料Ζ同ゝて 費冬対区長社(条 

歯4系立作製 する.

(行縦表 ..

刃 ﾡ 投球式クに & リ 久行総松東 &以する。た レボ吹 % 

のﾡ積の る>と、 / をる者 リ に複尊 しセ のY。 =※ 

xする。

ネm 推

34 議験谈っ 来 距、 優ユ要領、桜深愛領・ 試験ﾡ想圧着のﾡ 

名柠は .桓尾越典等玄* 載辣選 /のヒよ りﾡ係 する

3s 写ﾡ裂の皮愛 ―貳土城の 孫取屈許铮ぼそ の 段致「•收 

准之ﾡて研示ヒ ておく。

34. 支朗ﾡﾡ*外のﾡ姫におやてﾡ、桜検そのﾡ々よリベ 

係しにしの *のﾡ度ﾡ高ﾡ名 、 樹ﾡ2測正 レバ採学万 お 

よが凡用の4付 ﾡﾡの承因等為茶上の み方z なる 乎於 z 

ﾡﾡ式 今6 およが単木ード 認載しておく。

7 裁求式 へ 女、J、 S6、7 2一ﾡした試欧告、房 

花、単木方 ート写ﾡおさび耐杯はﾡﾡの 万去に よリ嫁営す 

る・ ・ た

P 試映地は経ご画考ﾡめ るA西後約2。ほ向4生袋掘会 

するの込する。

及 とﾡ放 部みは ﾡと レふラYする今には, タ活さ 

ﾡ式 sr ・ッ ※林局 ¥ 協送 しミ に本*書義 3る4 
のレﾡ«決ﾡは本認、林時育应诋の上行う； 不子たほ 

林にがﾡ験ﾡ立神ま たぼﾡ上 3 る矛合も上 準ずみ・ 

3れらの協滅内多はﾡ杯式 ノの末ﾡに況敬しるおく。

o 験地の 該ﾡは林秀長区と杯未式験活長とつYよ 

リ引ヒめる協ﾡにﾡ、て行 う.

[ や む 2 高い手出 で筒功調会 2行 フ 合 スの試と

Aゝ乙いよい。

4 エ条部ﾡ . の)、 、4. ()、) Q 〃、kマ・ (3)

a 休込調ﾡ ()、(()

2/ 探 m書木 ク 会

の @(e). ( の (み)

ノへ /ン〜



( 附〕 載 様式 /

承受個ド新題殺定にかゝるﾡ塩Kのみﾡ用し 契ぼり 

ﾡﾡを試験地はﾡ末の砲行才法にﾡいて法ﾡZﾡ行5ス ,

試験地 ク 合 杯位夏 あび圭考

& 株 ﾡ次評ﾡヒバな浜掛え総生林複試ﾡ地 

を地 ﾡ本ﾡみ易 大畑巻林号人畑ﾡきこ

岩動こ太 ﾡﾡボこ//7林斑ろ小ﾡ

ﾡ 赤下 北ﾡ大町 大字 大ﾡ老国 百次 

卜分»費ﾡ • ■<

ヒバな素ﾡﾡま天気生株

ャ/ビP2こ、 •

試ルの@ﾡ ・

面ポ ぷマ &a ﾡﾡﾡ 2ククタ人 

オ/ご全同ﾡ / 35る ・ os s/ ・
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3, 毎木認食野

表 紙 ( ﾡ き)

表 試ﾡ光

ヤ ﾡ ﾡ金野

位 * をﾡ
六字 多 項有株

基営勇区 ¥※e #班 Aﾡ
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z. 尚間のルﾡﾡ経 . ﾡ似枚にう入 しz グら卜 系てる

s. 数ﾡ木一以への移託の*ろ統2光? ・入 Lて引

x. 様ﾡのル合2ぱえ員。ﾡ&外命ク地合ぼ外2○て胴い

x. ﾡ泉ﾡな.ﾡ品納つ株木ﾡ番 代株ﾡ。例木ﾡ査に用いる・
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5. 才幹祈ﾡ計算表 A

直役風表 試墨 数
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【み考〕関係通点 3野ﾡ426号

ﾡ和346月 12日

林、野方長官

ル ﾡ試ﾡク音に → いと

このここについては、ﾡに下に頂に何達D?え 診理 

の万全と即せられたい. . • 「•―

•記 「瀏

I 試験地は小所区画と行ってﾡ一由林地に、入し画 

ﾡは 試泉旭談に当初のﾡ足さ用い 小唯るてはるべ< 

あえな いさうにするミと

2 経巻き里港に試験計ﾡの等さ記救する=と.

3 . 試ﾡ地内お よび試麻ル へ ハカ道保全とﾡ埋なら びに試 

泉地 こ回の*、いに いこは 特に 留意す ること.

4試験地に被告の生し に場合にな き試試成さき する 

求試験場、支 ・ 分場へすスかに違8するミと

5. 試ﾡ地周辺ク林分でべが行われる場合には. 当試試映 

と担当 する林茶試場、2 - か場へ事前に連絡す ること

入 J2 ～



と Fったもの.

5 . 過よ o ※料が不ﾡ c試ﾡ継読ﾡ泉が 失 LLにL わ.

6 現在行わルてうら丁 かっ籽米も行わ;/しる見込かない 

とﾡ .花沈求去と杯用 している し の

. 規似 D試験 w ﾡ し 乙 い <場合

引 その他の半由で試喉結能か总義とたったも力。

3野花428号

形和34千6月I2日

林野方長宮

ルﾡ試ﾡ、地 ノﾡ こ つ い こ

従未 のD Aﾡ, B 穫収ﾡ試ﾡ みク下こ の ・ に屋= す 

る のにつ いて林茶試ﾡ お 乙関片、志お こ い て町

〜 O

ポ株計 してい たが 今級別册「R代試験地備き計動に り 室 

ﾡすることとしにから戸動にさ り整備さ れにい ・

ロお 上記計画に示すとお、り . 今残新にに試歌地とます 

○計動であるカ ら 帝ウ て強知 アる,に乏し •風右 道分営根 局 

cっ いては, 新T 試計 ・ は 未 だ足 めてい占いから、杯ボ 試黙点場 

ﾡﾡ場と協ﾡし、予のそのﾡと検ﾡしておかルい、

* :

I 試験回ﾡと界 したもの. 
・

2 版 ﾡ に N り 試味継の 求 と夫ったもの.

3 待理不十分で試ﾡﾡが田ﾡなもカ 、 .：•

4 卜囲林ともにず ハ月団の林ケが杯こル 飛立団

ヘ〃〜



6 . 外囲 林の と い試験ﾡ の月田P 本分 が客代さルる合には、

あ现 〜夕の"程意のクワク外困林をﾡ す ヤク に免める こ と .

7 試ﾡ地内の代ﾡ木は すスやかに試ﾡ地外人脚→する こと
・

ふ. ・林署長, ・称署牲移浜長,慢もこ=性の貝ﾡに際して

は, ﾡ内試験地にいて引継た行うこと,

～ 42 ～


